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卵
鐸
鵬
漱
辞
晰
　
『
伊
場
遺
跡
―
西
遠
地
方
に
於
け
る
低
地
性

遺
跡
の
研
究
―
』
（浜
松
市
）

剖
荼
部
勲
　

『
浜
名
郡
可
美
村
城
山
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
概
報
』一
九
七
八
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（辰
巳
　
均
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埼
玉
。
新
倉
館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
村
大
字
南
十
条
字
新
倉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
十

一
月
ｉ

一
九
七
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
里
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
谷
浩
之

。
岡
本
幸
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
室
町
時
代

７
　
違退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
倉
館
は
構
造
改
善
事
業
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
館
で
あ
り
、

本
館
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、

『
埼
玉
の
城
館
跡
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
伝
承
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

館
は
標
高
七
六
メ
ー
ト
ル
程
の
平
坦
地
に
位
置
し
、
周
辺
は
畑
と
水
田
で
あ

り
、
た
ま
た
ま
内
堀
の
部
分
が
方
形
に
水
田
と
し
て
残

っ
て
い
た
た
め
、
分
布

調
査
の
際
に
注
目
し
た
の
が
発
端
で
あ
る
。

館
の
存
在
す
る
こ
の
地
域
は
、
当
初
の
計
画
で
は
削
平
す
る
予
定
で
あ

っ
た

が
、
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、　
一
部
を
調
査
し
て
保
存
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
外
堀
を
含
め
た
館
の
規
模
は
、
東
西

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
、
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一
九
五
三
年



南
北

一
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
、
内
郭
の
規
模
は
中
央
部
で
東
西
六

一
メ
ー
ト
ル
、

南
北
七
三
メ
ー
ト
ル
程
で
あ

っ
た
。

一
部
の
調
査
で
あ

っ
た
が
、
内
郭
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
は
、
柱
穴

が
代
表
的
な
も
の
で
、
中
央
部
南
寄
り
に
集
中
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
少

な
く
と
も
二
、
四
棟
の
建
物
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
粘
土
堆
積

遺
構
、
礫
配
石
遺
構
、
土
羨
状
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

内
堀
は
三
カ
所
で
確
認
し
た
が
、
幅
八

。
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
八
メ
ー

ト
ル
。
外
堀
は
西
側
の
大
半
と
北
側
は
、
道
路
や
削
平
に
よ
り
不
明
で
あ

っ
た

が
、
南
側
の
外
堀
の
中
央
で
幅
五

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
六
メ
ー
ト
ル
程

で
、
い
ず
れ
も
薬
研
堀
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
、
木
製
品
と
し
て
木
簡
が
内
堀
よ
り
二
点
、
外
堀
よ
り

一
点
出

上
し
た
。
他
の
木
製
品
と
し
て
漆
塗
の
椀
や
、
曲
物
な
ど
が
あ
る
。
中
世
の
館

ら
し
く
、
外
堀
か
ら
は
多
量
の
内
耳
式
上
器
や
ホ
ウ
ロ
ク
、
そ
れ
に
各
所
で
カ

フ
ラ
ケ
が
出
土
し
て
い
る
。
古
銭
は
熙
寧
元
宝
と
景
徳
元
宝
で
あ

っ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
三
点
出
上
し
て
い
る
が
、
材
質
は
ス
ギ
材
で
あ
る
。
ω

ｏ
②
は
完
形

で
あ
る
が
、
⑤
は

一
部
の
み
で
あ
る
。

釈
文
に
つ
い
て
は
、
墨
跡
の
赤
外
線
写
真
で
は
比
較
的
鮮
切
な
個
所
も
あ
る

が
、
独
得
の
崩
字
で
判
読
の
困
殊
な
も
の
で
あ
る
。
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］
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〇
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②

　

「
日
日

③
　
×
回
回
ｘ

な
お
、
上
端
に
径
三
ミ
リ
の
孔
が
あ
る
。
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Ｏ
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菅
谷
浩
之

・
岡
本
幸
男

『
武
蔵
新
倉
館
』

（埼

玉
県
児
玉
郡
美
里
村
教
育

委
員
会
）

一
九
七
八
年

（菅
谷
浩
之
）
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